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１【提出理由】

　平成19年12月25日に提出した第30期中（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）半期報告書の記載事項の一部

に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　中間連結財務諸表等

（１）中間連結財務諸表

注記事項

（中間連結損益計算書関係）

３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

注記事項

（中間連結損益計算書関係）

（訂正前） 　

前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬 61,590千円

給料手当 327,728千円

賞与 106,189千円

退職給付費用 42,180千円

貸倒引当金繰入額 17,800千円 

役員報酬 99,313千円

給料手当 344,642千円

賞与 139,628千円

退職給付費用 51,189千円

役員報酬 131,070千円

給料手当 590,706千円

賞与 197,812千円

貸倒引当金繰入額 21,000千円 

役員賞与引当金繰入額 7,850千円

退職給付費用 81,159千円

※２．固定資産廃棄損の内訳は器具備品の除

却によるものであります。

※２．固定資産廃棄損の内訳は次のとおりで

あります。

※２．固定資産廃棄損の内訳は器具備品の除

却によるものであります。

 建物及び構築物 889千円

器具備品及び車両運搬具 275千円

建物解体工事費用 2,400千円

 

※３．減損損失

　当中間連結会計期間において、当社及び連結

子会社は以下の資産について減損損失を計上

しております。

場所 用途
種類及び減損損失

の内訳

神奈川県

足柄下郡真鶴町
遊休 土地 8,800千円

　当社及び連結子会社は、賃貸不動産、遊休資産

及び保養所等の不動産については個別物件単

位、その他の事業用資産については管理会計上

の事業区分を資産グループとし、継続的な地価

の下落により減損の兆候があると認識した資

産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として特別損失に計

上しております。

　なお、資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、第三者による合理的に算定

された市場価格に基づき評価しております。

 ※３．　　　　　────── ※３．減損損失

　当連結会計年度において、当社及び連結子会

社は以下の資産について減損損失を計上して

おります。

場所 用途
種類及び減損損失

の内訳

神奈川県

足柄下郡真鶴町
遊休 土地 8,800千円

 　当社及び連結子会社は、賃貸不動産、遊休資

産及び保養所等の不動産については個別物件

単位、その他の事業用資産については管理会計

上の事業区分を資産グループとし、継続的な地

価の下落により減損の兆候があると認識した

資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上しております。

　なお、資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、第三者による合理的に算定

された市場価格に基づき評価しております。 

（訂正後） 　

前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。
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前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

役員報酬 61,590千円

給料手当 314,738千円

賞与 106,189千円

退職給付費用 42,180千円

貸倒引当金繰入額 17,800千円 

役員報酬 99,313千円

給料手当 333,962千円

賞与 139,628千円

退職給付費用 51,189千円

役員報酬 131,070千円

給料手当 567,036千円

賞与 197,812千円

貸倒引当金繰入額 21,000千円 

役員賞与引当金繰入額 7,850千円

退職給付費用 81,159千円

※２．固定資産廃棄損の内訳は器具備品の除

却によるものであります。

※２．固定資産廃棄損の内訳は次のとおりで

あります。

※２．固定資産廃棄損の内訳は器具備品の除

却によるものであります。

 建物及び構築物 889千円

器具備品及び車両運搬具 275千円

建物解体工事費用 2,400千円

 

※３．減損損失

　当中間連結会計期間において、当社及び連結

子会社は以下の資産について減損損失を計上

しております。

場所 用途
種類及び減損損失

の内訳

神奈川県

足柄下郡真鶴町
遊休 土地 8,800千円

　当社及び連結子会社は、賃貸不動産、遊休資産

及び保養所等の不動産については個別物件単

位、その他の事業用資産については管理会計上

の事業区分を資産グループとし、継続的な地価

の下落により減損の兆候があると認識した資

産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失として特別損失に計

上しております。

　なお、資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、第三者による合理的に算定

された市場価格に基づき評価しております。

 ※３．　　　　　────── ※３．減損損失

　当連結会計年度において、当社及び連結子会

社は以下の資産について減損損失を計上して

おります。

場所 用途
種類及び減損損失

の内訳

神奈川県

足柄下郡真鶴町
遊休 土地 8,800千円

 　当社及び連結子会社は、賃貸不動産、遊休資

産及び保養所等の不動産については個別物件

単位、その他の事業用資産については管理会計

上の事業区分を資産グループとし、継続的な地

価の下落により減損の兆候があると認識した

資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減

額し、当該減少額を減損損失として特別損失に

計上しております。

　なお、資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、第三者による合理的に算定

された市場価格に基づき評価しております。 
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